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11
月
12
日
、
北
海
道
き
の
こ
生
産
・

消
費
振
興
会
が
主
催
す
る
第
10
回
北
海

道
き
の
こ
品
評
会
が
札
幌
市
内
で
開
催

さ
れ
、
そ
の
他
き
の
こ
の
部
で
出
品
し

た
野
間
井
和
義
さ
ん
（（
農
）
タ
ッ
グ
）

の
ま
い
た
け
が
見
事
、
北
海
道
知
事
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

全
道
で
生
産
さ
れ
て
い
る
き
の
こ
を

一同
に
集
め
た
品
評
会
は
、生
し
い
た
け

の
部
と
そ
の
他
き
の
こ
の
部
に
分
か
れ

て
審
査
さ
れ
、当
Ｊ
Ａ
か
ら
出
品
し
た

19
点
の
内
、北
海
道
知
事
賞
を
受
賞
し

た
野
間
井
さ
ん
の
他
に
も
、優
秀
賞
に

佐
藤
則
男
さ
ん（
な
め
こ
）や
奨
励
賞
に

巣
内
己
幸
さ
ん（
え
の
き
た
け
）と
、き

の
こ
の
里
の
日
頃
の
努
力
が
認
め
ら
れ

る
大
変
嬉
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

翌
日
に
は
、札
幌
駅
前
地
下
歩
行
空
間

「
チ
カ
ホ
」で
第
２
回
北
海
道
き
の
こ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

も
開
催
さ
れ
、

受
賞
品
の
展
示

と
販
売
で
愛
別

産
き
の
こ
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

　

７
月
５
日
、
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
た

第
49
回
献
血
運
動
全
国
大
会
で
長
年

の
献
血
運
動
へ
の
功
労
が
認
め
ら
れ
、

10
月
22
日
、
日
本
赤
十
字
社
よ
り
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
、
組
合
員
・

地
域
の
皆
さ
ま
と
の
取
り
組
み
が
認

め
ら
れ
た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
、
今
後

も
地
域
と
共
に
歩
む
Ｊ
Ａ
活
動
に
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

長年の実績が評価される

日本赤十字社より表彰

祝 最優秀・知事賞受賞
第10回北海道きのこ品評会

　

11
月
７
日
、
北
海
道
肉
専
用
種
枝
肉

共
励
会
が
北
海
道
畜
産
公
社
十
勝
事
業

所
（
帯
広
市
）
で
開
催
さ
れ
、
ア
ン
ガ

ス
部
門
で
出
品
し
た
鉢
呂
悟
さ
ん
（
愛

別
地
区
）
の
枝
肉
が
見
事
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
共
励
会
は
全
道
か
ら
ア
ン
ガ
ス

牛
、
日
本
短
角
種
、
そ
の
他
肉
専
用
種

に
分
か
れ
て
展
示
・
講
評
さ
れ
、
鉢
呂

さ
ん
は
昨
年
の
優
秀
一
席
に
続
き
、
今

年
は
知
事
賞
・
最
優
秀
賞
と
２
年
連
続

で
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

枝
肉
生
産
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

祝 知事賞・最優秀賞受賞
北海道肉専用種枝肉共励会
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地域の救急医療向上に期待…

共済連より上川消防署へ救急車贈呈
　

11
月
11
日
、
全
国
共
済
農
業
協
同
組

合
連
合
会
（
Ｊ
Ａ
共
済
連
）
北
海
道
本

部
か
ら
上
川
中
部
消
防
組
合
消
防
署
層

雲
峡
出
張
所
に
救
急
自
動
車
１
台
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
納
式
は
同
消
防
署
の
新
車
庫
内
で

行
わ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
新
井
組
合
長
よ
り
目

録
と
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ー
が
手
渡
さ
れ
、

「
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
観

光
客
も
安
心
し
て
訪
れ
る
、
救
急
活
動

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
本
部
で
は
、
農

村
部
の
救
急
体
制
の
充
実
や
交
通
事
故

対
策
の
た
め
昭
和
50
年
よ
り
道
内
自
治

体
に
救
急
車
の
寄
贈
を
開
始
、
今
後
も

社
会
貢
献
と
交
通
安
全
啓
蒙
活
動
に
引

き
続
き
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

収穫前のきのこにビックリ！！

食べるたいせつフェスティバル
　

11
月
10
日
、
旭
川
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
で
「
食
べ
る
・
た
い
せ
つ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
in
旭
川
」
に
参

加
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
天
候
で
し

た
が
、
昨
年
を
上
回
る
来
場
者
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
食
育
が
テ
ー
マ
な
の
で
、
通

常
行
っ
て
い
る
き
の
こ
汁
、
き
の
こ
販

売
の
他
に
、
え
の
き
た
け
の
収
穫
体
験

も
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
お
客
様
が
普

段
見
た
こ
と
の
な
い
ビ
ン
に
入
っ
た

大
き
な
え
の
き
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
の
き
の
こ
も
収
穫
前
の
状
態

を
展
示
し
ま
し
た
が
、
販
売
さ
れ
て
い

る
も
の
し
か
見
た
こ
と
の
な
い
方
が

ほ
と
ん
ど
で
、「
こ
の
よ
う
に
き
の
こ

が
作
ら
れ
て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ

た
、
勉
強
に
な
る
」
と
感
心
し
た
様
子

で
し
た
。

消費者に応援される農業者…

2013年コープさっぽろ農業賞のつどい
　

11
月
８
日
、
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

で
、
北
海
道
で
頑
張
っ
て
い
る
生
産

者
を
消
費
者
の
立
場
か
ら
応
援
し
よ

う
と
平
成
16
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
コ
ー

プ
さ
っ
ぽ
ろ
農
業
賞
」
の
過
去
の
受

賞
者
と
組
合
員
と
の
交
流
を
は
か
る

「
２
０
１
３
年
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
農
業

賞
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
第
６
回
大
賞
・
知
事

賞
の
㈲
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
と
、
第
３

回
奨
励
賞
の
旧
愛
別
町
き
の
こ
生
産

組
合
連
合
会
（
Ｊ
Ａ
が
代
理
出
席
）
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

農
業
賞
の
つ
ど
い
に
先
駆
け
て
行

わ
れ
た
第
２
回
食
育
研
究
会
で
は
、

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
か
ら
の
事
例
報
告
、

イ
タ
リ
ア
の
生
産
者
の
食
教
育
、
大
野

北
海
道
大
学
教
授
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
、
来
年
開
催
予
定
の
第
９
回
農
業

賞
の
概
要
に
つ
い
て
も
審
査
委
員
長

の
荒
川
天
使
大
学
教
授
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

JA上川中央
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女性が活躍する農業を目指して…

北海道女性リーダー研修会・北海道家の光大会
　

11
月
７
〜
８
日
、
ガ
ト
ー
キ
ン
グ
ダ

ム
サ
ッ
ポ
ロ
で
平
成
25
年
度
Ｊ
Ａ
北

海
道
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
・
北
海

道
家
の
光
大
会
が
全
道
各
地
か
ら
約

５
３
０
名
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
、
当
女

性
部
か
ら
も
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
「
家
の
光
」
の
記
事
を
活

用
し
た
体
験
発
表
や
農
業
経
営
へ
の

女
性
参
画
に
関
す
る
講
演
な
ど
を
通

じ
て
、
魅
力
的
な
女
性
組
織
を
築
き
、

次
の
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
に
取
り

組
み
を
強
化
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

普
段
は
な
か
な
か
交
流
で
き
な
い

遠
方
の
女
性
部
と
も
交
流
で
き
る
機

会
に
も
恵
ま
れ
、
有
意
義
な
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

他地域の女性部員との有意義なひととき

JA上川中央女性部Ｂブロック研修会開催
　

11
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
ぴ
っ
ぷ
町
が
主
催

す
る
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が
比
布
町

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
愛
別
支
部
・
上
川
支
部
か
ら
合
わ

せ
て
44
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
『
今
を
生
き
る　

～
ケ

ア
の
時
代
の
な
か
で
～
』
を
演
題
に
、

「
手
助
け
を
す
る
」
な
ど
幅
広
く
使
わ

れ
て
い
る
ケ
ア
と
言
う
言
葉
の
中
で
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
て
も
大

切
な
事
で
す
。」
と
お
話
さ
れ
、
地
域
・

Ｊ
Ａ
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
改
め
て

確
認
す
る
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
管

内
７
地
区
の
ご
当
地
ク
イ
ズ
大
会
も

行
わ
れ
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な

か
っ
た
各
地
域
の
一
面
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
参
加
者
か
ら
「
い
や
～
そ
う

だ
っ
た
の
」
な
ど
拍
手
や
歓
声
が
聞
こ

え
る
楽
し
い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
ぴ
っ
ぷ
町
女
性
部
の
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

工場見学と…本物の美味しさを体験!!

ＪＡ女性部上川支部宿泊研修
　

10
月
29
～
30
日
、
千
歳
・
札
幌
方
面

で
Ｊ
Ａ
女
性
部
上
川
支
部
の
宿
泊
研

修
が
開
催
さ
れ
、
部
員
16
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
キ
リ
ン
ビ
ア
パ
ー
ク
千

歳
と
北
海
道
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
㈱
（
千
歳

市
）
を
訪
れ
、
工
場
の
製
造
過
程
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。
２
日
目
は
、
Ｊ
Ａ

さ
っ
ぽ
ろ
の
直
売
所
「
と
れ
た
て
っ
こ

南
」を
視
察
し
、昼
食
は「
フ
ラ
テ
ッ
ロ
・

デ
ィ
・
ミ
ク
ニ
」（
上
川
町
）
の
堀
川

シ
ェ
フ
が
手
が
け
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
テ

ル
ツ
ィ
ー
ナ
」（
札
幌
市
）
で
イ
タ
リ

ア
ン
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

本
物
の
美
味
し
さ
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
た
研
修
帰
り
の
バ
ス
で
は
、

来
年
の
視
察
先
の
案
が
出
る
な
ど
終

始
和
や
か
な
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

JA上川中央
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○農業をしようと思ったきっかけ
　父が牧場経営をしており学生の頃よく手伝いに行っていましたが、仕事にするほどは興味がなく、高校卒
業後農業とは関係のない仕事に就きました。しかし仕事が合わず 2 年で退職、次の仕事をどうしようかと思
案していたところ、父から現在の職場を勧められました。
○農業をしてみて思ったこと
　ただ手伝いをしていた頃とは違い、エサの配分や牛の体調管理に気を遣わなければならず、難しさを感じます。

しかし、「汚い・臭い」と敬遠する人もいる牛糞は抵抗なく入ることができました。
○本人から一言
　現在牧場では肉牛の肥育と出荷のみしか行っていませんが、将来的には
販売までを取り扱い、自らの手で育て自ら消費者に提供し、誰もが安心・信
用できる農業を目指します。また、多くの農業者と連携しながら魅力ある畜
産業にしていきたいです。

（有）グリーンサポート勤務

○生年月日 Ｓ 60 年 3 月 7 日

○出身地 上川町

○趣味 映画鑑賞

○家族構成 父、母、兄

美味しい笑顔!!　楽しい笑顔!!

Ａコープ満値喜市
　

あ
い
べ
つ
店
で

は
11
月
８
～
９
日
、

か
み
か
わ
店
で
は

14
～
16
日
に
わ

た
っ
て
、
女
性
パ

ワ
ー
で
地
域
を
元

気
に
す
る
満
値
喜

市
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

あ
い
べ
つ
店
で

は
Ｊ
Ａ
女
性
部
愛

別
支
部
と
の
協
賛

で
、
き
の
こ
と
新
米

な
な
つ
ぼ
し
・
は
く

ち
ょ
う
も
ち
の
試

食
販
売
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
か
み

か
わ
店
で
は
『
朝
も

ぎ
母
さ
ん
の
会
』
に

よ
る
手
作
り
お
こ

わ
の
販
売
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
期
間
中

に
は
特
売
の
他
、
豆

の
量
り
売
り
、
マ
グ

ロ
の
解
体
販
売
な

ど
笑
顔
と
活
気
の

あ
る
催
し
と
な
り

ま
し
た
。

JA上川中央

2013.125

今月の顔
さん笠

かさ

松
まつ

　健
けん

太
た

（旭ヶ丘地区）



　10 月上旬から道道 296 号比布愛別停車場線
の愛別川にかかる布引橋付近でサケの遡上が
確認されました。
　産卵のために愛別町に遡上するサケも今年
で３年連続での確認、地域での稚魚放流や河川
魚道確保など遡上しやすい環境が整備され、石
狩川の清らかな上流まで帰って来てくれたよ
うです。
　河口から約 230 ｋｍも遡上してきたサケの
勇姿を一目見ようと、訪れた地元の人たちから
は、感嘆の声が聞こえていました。

石狩川の清らかな上流目指し…

愛別町にサケが遡上

　11 月 15 日～ 16 日にかけて、愛別町農業青
色申告会の講演会・慰労会が旭川にて開催され
ました。
　講演会では、今年３月まで道庁との人事交流
でＪＡ上川中央に在籍いただき、現在は、北海
道農政部生産振興局畜産振興課課長の葛西理
明氏を講師に、「農業を巡る最近の情勢につい
て」と題し、今現在の国政の方向やこれからの
農業の対処方法などのお話を伺いました。
　また、その後の慰労会では、恒例の青申ビン
ゴゲームで大いに盛り上がり、終始笑いが途切
れる事のない、大変有意義な講演会・慰労会と
なりました。

愛別町農業青色申告会

H25年度講演会・慰労会

JA上川中央
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すろーライフ 　東北縦貫道一関ジャンクションから一般道を走り、その昔難工事であったという水界（す
いかい）峠を越えた。それまで見て来た穏やかな夏の田園風景が、峠を境に目を疑うような
光景へと切り替わった。宮城県本吉郡南三陸町志津川の被災地に辿り着いたのだ。

　これまで画像などで、何度もお目にかかった風景であった。東北の稲の具合を見る研修の旅で立ち寄ったのである。陸前海岸を臨んだ良
港であったであろう港も、大津波で砕かれた堤防などの復旧が急がれる状況であった。
　あの防災対策庁舎が、鉄骨が剥き出しになったままの状態で建っている。命果てるまで住民に避難を叫び続けた乙女の声が聞こえて来る
ようだった。祭壇に手向けられた花束と線香の香が、３．１１の記憶を鮮やかなものとした。周りを見渡しても、まだ生活の匂いを感じない。宿
への道の傍らには、曲がりくねった線路の一部が剥き出しになったままであった。夕刻の宿の露天風呂からは、静かな凪の湾内を漁船が２・３
隻、そして遠くに志津川の町を望めた。次の日には東北道を戻って、仙台空港に程近い名取岩沼農協を訪ねた。
　こちらも３．１１には、支店の損壊・職員の殉職等の傷を負った。この後勧められて訪ねた名取市閖上（ゆりあげ）地区でも呆然となった。ひ
とつの集落がすっぽりとなくなり、大津波が飲み込んでしまったその昔を、想像することは容易ではなかった。
　太平洋を間近にした閖上地区は、一帯が野菜栽培の畑で、包み込むように農家が点在した。手付かずの農地には夏草だけが茂っていた。
小高い丘には「閖上湊神社」が建立されていた。その祠の傍らには、自らも被災した地区の宮大工が、捜し求め回収した道具と木材をもと
に執念で再興したことが綴られていた。さらに祠に２本立つ神木の間隔は、２尺５寸７分に納まり、このような災害が二

4

度と来な
4 4

いようにとい
う願いが込められていた。
　画像でしか知りえなかった東北の被災地の今は、復興と呼ぶにはおぞましい厳しい現実があった。東北に９
年前に産声を上げた球団が、この秋に吼えた。紙吹雪の舞う中の胴上げシーンを見つめながら、この夏訪れた
被災地の絵がだぶった。野球での頂点が奇跡を生むものではないが、奇跡に似た栄冠の喜びを、被災地の人々
が共有したのは確かであろう。
　間もなくこの１年が過ぎ去る。何年耐えればいいのか分からない町が有る。村がある。

※このコラムは連載です。

１　平成２５年の水稲生育
（１）気象経過（比布アメダス）
　5 月から 9 月までの積算平均気温は 2,696℃、平年比 106％でやや高く、日照時間は 851hr、平年比 101％
と平年並み、降水量は 567mm、平年比 108％でした。

（２）育苗（作業期は愛別町、生育期節は愛別町作況ほ ななつぼし）
　４月は低温寡照により、融雪は平年より 6 日遅い 4 月 22 日となり、は種期も平年より２日遅れの４月２5
日となりました。育苗期間も低温寡照により、出芽や苗の生育にばらつきがみられました。
　移植始めは平年より３日遅い 5 月 25 日、移植期は平年より１日遅い 5 月 27 日、移植終わりは平年より 6
日遅い６月 6 日となりました。移植が遅れたほ場では徒長苗や老化苗がみられました。

（３）移植～出穂
　移植後は高温多照となり、活着・初期生育ともに良好でした。分げつの発生は旺盛で、6 月 15 日の茎数は
443 本 /㎡と平年の 162％まで増えました。
　幼穂形成期は平年より９日早い 6 月 20 日、出穂期は平年より 10 日早い 7 月 19 日となりました。

（４）登熟期間～収穫
　出穂後、８月５半旬までの登熟期間は高温で推移し、アカヒゲホソミドリカスミカメの発生が多く斑点米被
害が心配されましたが、適切な防除が行なわれたため被害はほとんど発生しませんでした。８月４半旬から９
月 1 半旬は降雨が多く、気温は平年並みに推移しました。
　成熟期は平年より 1 １日早い 9 月５日となり、登熟期間は平年より１日短い 47 日間でした。

（５）作況ほの概要（表１）
　㎡当穂数は平年よりやや少なく、一穂籾数は平年並、不稔は少なかったものの、㎡稔籾数はやや少なくなり
ました。精玄米重は平年並となりました。

（６）品質
　今年は登熟期間の最低気温・最高気温が高く、乳白・
腹白粒の発生がみられました。
　低蛋白米出荷率は「ななつぼし」15％、「ゆめぴりか」
は S 区分 (6.8% 以下 )10％、第 1 区分（6.9 ～ 7.4％）
54％でした。（JA 上川中央）
２　来年度にむけて
（１）浸種時の注意事項
　浸種時の水温は 10 ～１２℃とし、浸種期間は７日程
度としましょう。
　催芽時の水温は 30 ～ 32℃です。循環式催芽機で催芽
する際は、褐条病対策のため穀物酢４％の５０倍希釈液
で催芽しましょう。

（２）ハウス準備
　早期にビニールを掛けて苗床の乾燥と地温上昇に努め
ましょう。

平成25年産の米作りをふりかえって 上川農業改良普及センター

JA上川中央

2013.127



■ 職場からこんにちは！

井渕　智明（準）

愛 別 店 舗

長谷川公恵（準）端場真弓美（準） 土屋とみ子（準） 高橋千亜紀（準）

児島　正子（準） 清水テル子（パ）田上ひろ子（準） 谷田由美子（準） 上野　泰史（準）

三浦　真理（パ） 富樫　美月（パ） 土屋　愛美（パ） 熱海　恵美（パ）

井上佐代子（準）

上 川 店 舗

今　豊子（準）野地奈々子（準） 石山小百合（準） 遠藤　聖子（準）

笠松　友香（準） 阪本　由美（パ）畑中みどり（準） 杉崎小百合（パ） 久保　和美（パ）

増子すみ江（パ） 熊谷千由紀（パ） 豊川　陽子（パ）

JA上川中央

2013.12 8



右のイラストには左のイラストと違う部分が 5
カ所あります。間違っている部分を探しましょう。まちがいさがし？ ？

先月の答え
２…看板の屋根の形が違う
４…花がさをかぶっている
５…手の形が違う
11…バッグのアクセサリーが違う
12…犬の口が開いている

　■ 職場からこんにちは！

地域の皆様に愛される
　　　　　お店作りを目指します！
　「より良い品を、より安く」をモットーに地域の皆様に愛される店作りを
目指して一同頑張っています。
　今年 9 月から、移動販売車も A コープあいべつ店の直営になりました。
　生鮮食料品をはじめ一般食料品、日用雑貨、菓子等皆様のニーズに応えら
れるよう品揃えに努めて参りますので皆様の御来店を心よりお待ちしてお
ります。
　それでは、A コープあいべつ店、かみかわ店のスタッフを紹介いたします。

生活課　課長
井　上　裕　也

統括係長
伊　藤　方　人

上川店舗係長
松　村　伸　二

愛別店舗係長
荒　川　英　宣

JA上川中央

2013.129
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Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

第
９
回
理
事
会

組合員のうごき

（平成 25 年 10 月 29 日現在）

正組合員戸数	 397 戸
組合員数	 2,653 名
うち正組合員数	 616 名
うち正団体数	 36 団体
うち准組合員数	 2,037 名
うち准団体数	 74 団体

３
日　

ス
ー
パ
ー
ア
ー
ク
ス
上
富
良
野
店
催
事

５
日　

定
例
企
画
会
議

　
　
　

内
部
審
査
（
～
８
日　

本
所
営
農
）

６
日　

上
川
町
農
民
連
盟
拡
大
執
行
委
員
会

７
日　

Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
・
北
海

道
家
の
光
大
会
（
～
８
日　

札
幌
）

　
　
　

北
海
道
肉
専
用
種
枝
肉
共
励
会
（
十
勝
）

８
日　

Ａ
コ
ー
プ
満
値
喜
市
（
～
９
日　

愛
別
）

　
　
　

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
農
業
賞
受
賞
者
の
集
い

　
　
　
（
札
幌
）

10
日　

食
べ
る
・
た
い
せ
つ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
（
旭
川
）

11
日　

共
済
連
救
急
車
贈
呈
事
業
に
係
る
寄
贈
式

（
上
川
消
防
署
）

　
　
　

愛
別
町
Ｗ
Ｃ
Ｓ
生
産
部
第
２
回
全
体
会
議

12
日　

臨
時
企
画
会
議

　
　
　

内
部
審
査
（
～
14
日　

支
所
営
農
）

　
　
　

第
10
回
北
海
道
き
の
こ
品
評
会
（
札
幌
）

　
　
　

振
興
セ
ン
タ
ー
指
導
班
会
議

13
日　

第
２
回
北
海
道
き
の
こ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
（
札
幌
）

　
　
　

第
５
回
ブ
ラ
ン
ド
推
進
専
門
部
会

14
日　

上
川
管
内
Ｊ
Ａ
女
性
部
中
央
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会
（
比
布
）

	

総
務
金
融
・
営
農
経
済
合
同
専
門
委
員
会

　
　
　

Ａ
コ
ー
プ
満
値
喜
市
（
～
16
日　

上
川
）

15
日　

愛
別
町
農
業
青
色
申
告
会
講
演
会
・
慰
労
会

　
　
　
（
～
16
日　

旭
川
）

18
日　

臨
時
企
画
会
議

　
　
　

新
卒
予
定
者
採
用
試
験

22
日　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
（
愛
別
）

24
日　

愛
別
町
産
な
な
つ
ぼ
し
イ
オ
ン
試
食
販
売

	

（
札
幌
・
小
樽
・
旭
川
）

25
日　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
（
上
川
）

26
日　

第
10
回
定
例
理
事
会

27
日　

第
９
回
農
家
経
済
対
策
委
員
会

28
日　

Ｊ
Ａ
懇
談
会
（
上
川
地
区
）

29
日　

Ｊ
Ａ
懇
談
会
（
愛
別
地
区
耕
種
）

11
月

知
事
賞
を
受
賞
し
た

鉢
呂
牧
場
の
鉢
呂
真
人
さ
ん

（
愛
別
地
区
）　　
　

今
月
号
の
表
紙

平
成
25
年
10
月
29
日

■
報
告
事
項

１
．
組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て

２
．
農
家
経
済
対
策
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

３
．
平
成
25
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

点
検
結
果
に
つ
い
て

４
．
法
人
設
立
に
伴
う
ク
ミ
カ
ン
の
開
設
に
つ
い

て
■
議
　
　
事

１
．
組
合
員
の
加
入
報
告
並
び
に
組
合
員
資
格
に

つ
い
て

２
．
組
合
員
の
相
続
並
び
に
譲
渡
に
つ
い
て

３
．
組
合
員
の
出
資
減
口
に
つ
い
て

４
．
規
程
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

５
．
平
成
25
年
度
産
馬
鈴
薯
に
係
る
概
算
払
い
に

つ
い
て

６
．
平
成
25
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
設
定
に
つ
い
て

７
．
短
期
資
金
の
融
資
に
つ
い
て

自己資本（出資造成）の強化のご協力、誠にありがとうございます

　日頃より、当ＪＡ事業運営にご理解・ご協力を賜り心よりお礼申し上げます。
　さて、第５回通常総会において、自己資本の強化を図るべく組合員の皆様に事業分量配当からの出資
金増口をご依頼申し上げておりましたが、11 月末時点で７，５８６千円の増口をしていただきました。
　大変厳しい農業情勢である時ですが、出資増口にご理解頂きましたことに改めて感謝申し上げますと
ともに、利用者皆様のニーズに対応できるよう、役職員一同誠心誠意努力して参りますので、今後とも、
ご指導・ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

JA上川中央

2013.12 12


